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｢ものづくりは人づくり｣。学校で学ぶのは技術だ
けでなく、物事に取り組む姿勢やココロです。生徒
指導部では、みなさん一人一人のココロ(自分)が
健全に創られること、育つことを期待しています。 

１２月半ばを過ぎ、１２月２３日（月）の終業式が終わると冬休みです。今年１年を振り返り、

また新たな１年に向けて目標を立て、さらに成長できるよう充実した冬休みを過ごしましょう。

元気な皆さんに3学期に会えることを楽しみにしています！ 

 

 冬 休 み が 始 ま り ま す （ 冬 期 休 業 1 2 / 2 4 ～ 1 / 1 3 ） 

①机の中の確認を！ 提出物は大丈夫？ 

机やロッカーなどに入っている私物を確認し、不必要なものは処分しましょう。また実習服は

身の安全を守る大切なものです。家に持ち帰り、ほころびを直したり洗濯をしましょう。 

休み前に提出しなければならないものや、やらなければならないことは、すぐ行動しましょう。

やるべきことをきちんとやり、すっきりとした気持ちで休みに入りましょう。 

冬休みに入る前に身の回りのものの管理と整理整頓をしましょう 

②私物の自己管理を！ 

紛失物がとても増えています。使い慣れた教室だからと油断し、貴重品を置きっぱなしにした

り、多くは開けっぱなしのリュックや制服のポケットからうっかり落としたりしていることが原因で

す。スマホや財布の中には現金として使えるものだけでなくプライバシーに関わる情報が多く

入っています。改めて名前を書くことと貴重品は自分の身から離さないことを徹底して下さい。 

普通科職員室前廊下のショーケース内の拾得物は、冬休み中に処分をします。拾得物を冬休

み前に確認して下さい。思い当たるものがあったら職員室の先生に声を掛けて下さい。 

冬の危険を察知し、事故・非行に巻き込まれないように過ごしましょう 

①雪や凍結に注意！自転車に乗ることはやめましょう！！ 

冬の道路は雪がなくても凍結してることが多く、歩行者も自動車も注意が必要です。校門をくぐ

り安心し、敷地内の道や玄関で滑って転んで怪我をする生徒は毎年います。十分気をつけて歩

行して下さい。また冬の自転車走行は大変危険です。慣れた道だから、少しの距離だからと油断

し自転車に乗ることは絶対やめましょう。 

②高校生として自覚と責任ある行動を！ 

冬休みは、クリスマスやお正月といった友達や家族と楽しめるイベントが盛りだくさんですが、高校生としてあるま

じき行為は絶対にせず、事故や非行に巻き込まれないようにして下さい。 

★ 外出するときは「どこに」「だれと」出掛けるのか家族に連絡をし、午後9時までに帰宅する。 

★ 深夜徘徊や外泊をしない。 

★ 居酒屋やパチンコ店など禁止となっている場所に行かない。 

★ 喫煙、飲酒はしない。 

青少年保護育成条例により、深夜は警察の巡回が行われます。 補導された場合は懲戒処分

の対象となります。 



冬休みは色々なことにチャレンジできる良い機会ですが、自由な時間が増える分、いろいろと考えすぎて気分が

落ち込んだり悩んだりする人もいます。そんな時は無理をせず休みながらでいいので信頼できる友達や大人または

相談窓口に話をしてみましょう。話すだけで気持ちが楽になったり、解決につながるアドバイスや体験談を聞くこと

ができるかもしれません。『一人で悩まず誰かに話す』。何よりも自分の命を大切に考え行動して下さい。 

また、今年度は残念ながら何度もSNS上のトラブルがありました。そのたびに学校ではSNSで注意

しなければならないことを話してきました。今一度、相手の表情が分からないSNS上での言葉の使い方をよく考えま

しょう。自分の言葉が『誤解されないか傷つけていないか』内容を読み返し、 

相手に心ない言葉を投げかけていないか必ず確認しましょう。 

 
○ 勤務日の8:30～16:45  ※週休日、祝日、閉庁日(12/29～1/3)を除く 

青森県立十和田工業高校 

住所 十和田市大字三本木字下平215-1   電話 ０１７６－２３－６１７８ 

○ 生徒の生命や安全に関わる緊急事態は最寄りの医療機関、消防、救急にご連絡ください。 

学校・緊急時の連絡について 

学校や担任に連絡をする必要がある場合は、以下の対応をお願い致します。 

自分を大切に！！他人への思いやりを持った言葉を忘れないで！！ 

※こころの相談窓口ネットワーク  

(aomori-soudan.jp) 

２学期に起きた事故非行について 

  ２学期は、夏休み明けから、事故や非行が連続して多発し、とても残念に思います。処分件数も４件延べ５名におよ

び、近年では突出して多い数となっています。それぞれ中身は違いますが、調べてみると、「その場のノリでやった」 

ということが共通するキーワードでした。 規範意識が欠如した行為に対しては厳正に対応していきますが、その前

に、高校生として、社会の一員としてやってはならないことがあるはずです。最近のニュースで、自動車事故の被害者

に対する誹謗中傷で中学生が告訴されました。今、「学生だから許される」時代ではありません。むしろ

ルールを破った者には以前よりも厳しいペナルティーが科せられます。その範囲は皆さんの身の回りに普通に起こり

うる現象にまで広がっています。自分の行動をもう一度見直して生活して下さい。 

 今年は、自転車と自動車の事故が立て続けに４件発生しています。以前の生徒指導だよりでも伝えましたが、双方

ともに「止まってくれるだろう」という思い込みが事故の原因となっています。まずは相手を見ることから始めましょう。

また、３年生は自動車の教習で路上に出る機会が出てくると思いますが、滑って止まらない可能性がありますので十

分に注意して運転してください。事故を起こしてからでは「止まってくれるだろう」は言い訳にもなりません。 

十和工生の新しい頭髪規程について生徒と教員が一緒に考えています 

今年度、頭髪規程が新しくなり、更により良いものにする

ため生徒と教員が一緒に考える『頭髪検討会』が３回開

かれました。あるクラスではインターンシップ先の企業に高

校生の頭髪について「どのような頭髪が好ましいか」意見

を伺い、その内容を頭髪検討会で発表するクラス委員長

の姿が見られました。また生徒の気になるへアスタイルに

ついて具体的な写真を提示し、生徒と教員の両方でプレ

ゼンテーションを行い、『どのような』または『どのくらいま

での』ヘアスタイルが十和工生として好ましいか検討されました。今後も検討は続きます。多様性を認めながら、生

徒・保護者、地域や社会から、愛され求められる学校を目指し、皆さんと考えていきましょう。 


